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取
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防
衛
省
に
お
け
る
自
衛
隊
員
の
自
殺
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
並
び
に
自
衛
隊
員
が
自
殺
に
走
る
理
由
に
対
す

る
同
省
の
認
識
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
四
五
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
の
、
年
齢
別
に
見
た
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
自
殺
件
数
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
十
五
歳
か
ら
十
九
歳
ま
で
の
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
自
殺
件
数
が
零
件
の
年

は
平
成
十
二
年
度
、
十
三
年
度
及
び
十
六
年
度
の
み
で
、
そ
れ
以
外
の
年
度
に
は
一
人
か
ら
四
人
の
自
殺
者
が
出
て
い
る
。

自
衛
隊
に
入
隊
ま
た
は
防
衛
省
に
入
省
し
た
て
の
、
社
会
人
経
験
は
皆
無
と
言
っ
て
も
よ
い
未
成
年
の
自
衛
官
・
防
衛
省
職

員
が
自
ら
死
を
選
ぶ
こ
と
は
、
や
は
り
自
衛
隊
を
含
む
防
衛
省
の
組
織
の
あ
り
方
、
特
に
新
人
隊
員
・
職
員
に
対
す
る
指

導
、
教
育
方
法
等
に
問
題
が
あ
る
こ
と
の
証
左
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
防
衛
省
の
見
解
如
何
。

二

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
平
成
十
年
度
か
ら
十
九
年
度
ま
で
で
計
八
百
四
十
六
名
の
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
が
自
殺
を
選

ん
だ
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
自
殺
で
は
な
く
、
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
が
訓
練
中
等
に
逃
亡
を
図
っ
た
件
数

は
、
同
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
何
件
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

三

二
の
逃
亡
件
数
の
う
ち
、
未
だ
に
逃
亡
し
た
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
行
方
が
わ
か
っ
て
い
な
い
も
の
は
何
件
あ
る
か
。

一



四

「
政
府
答
弁
書
」
に
お
い
て
、
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
自
殺
の
原
因
に
つ
い
て
、
防
衛
省
で
は
「
病
苦
」
、
「
借

財
」
、
「
家
庭
問
題
」
、
「
職
務
」
、
「
そ
の
他
・
不
明
」
と
い
う
五
つ
の
区
分
に
整
理
し
て
把
握
し
て
い
る
と
の
答
弁
が

な
さ
れ
て
い
る
。
右
に
つ
い
て
以
下
質
問
す
る
。

�

「
病
苦
」
の
う
ち
、
肉
体
的
な
病
気
ま
た
は
精
神
的
な
病
気
の
割
合
は
そ
れ
ぞ
れ
ど
れ
く
ら
い
か
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ

具
体
的
に
ど
の
様
な
病
名
が
報
告
さ
れ
て
い
る
の
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
借
財
」
に
つ
い
て
、
例
え
ば
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
間
の
借
財
、
特
に
上
司
か
ら
部
下
へ
の
恐
喝
等
に
よ
る
借
財

を
苦
に
し
て
の
自
殺
は
報
告
さ
れ
て
い
る
か
。

�

「
職
務
」
と
は
具
体
的
に
ど
の
様
な
原
因
を
指
す
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

五

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
防
衛
省
と
し
て
現
在
統
計
資
料
を
有
し
て
い
る
平
成
十
五
年
度
か
ら
平
成
十
八
年
度
ま
で
に

『
私
的
制
裁
』
と
し
て
九
十
二
人
、
『
傷
害
又
は
暴
行
脅
迫
』
と
し
て
二
百
九
十
一
人
の
者
に
対
し
て
懲
戒
処
分
を
行
っ

た
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
の
私
的
制
裁
、
傷
害
又
は
暴
行
脅
迫
と
し
て
懲
戒
処
分
を
行
っ
て
い
る
計
三
百

八
十
三
件
の
事
例
が
発
生
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の
原
因
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
る
と
防
衛
省
は
把
握
し
て
い
る
か
。

六

五
の
三
百
八
十
三
件
の
う
ち
、
被
害
を
受
け
た
者
が
自
殺
し
て
し
ま
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。
あ
る
の
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ

二



何
件
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

七

五
の
「
私
的
制
裁
」
と
「
障
害
又
は
暴
行
脅
迫
」
を
行
っ
た
と
し
て
懲
戒
処
分
を
受
け
た
そ
れ
ぞ
れ
計
三
百
八
十
三
件
の

自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
う
ち
、
懲
戒
免
職
と
な
っ
た
者
は
い
る
か
。
い
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
者
に
対
し
て
退
職
金
が
支
払

わ
れ
た
事
例
は
あ
る
か
。

八

本
年
四
月
十
六
日
付
の
日
経
新
聞
夕
刊
が
、
「
自
衛
官
の
自
殺

後
絶
た
ず

他
省
庁
公
務
員
の
二
倍

防
衛
省
、
ケ
ア

に
苦
慮
」
と
の
見
出
し
で
、
国
家
公
務
員
の
中
で
も
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
自
殺
件
数
が
飛
び
抜
け
て
多
い
こ
と
を
取
り

上
げ
、
防
衛
省
が
様
々
な
対
応
策
を
と
っ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
傾
向
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
旨
報
じ
た
記
事

（
以
下
、
「
日
経
記
事
」
と
い
う
。
）
の
中
に
、
元
航
空
自
衛
官
の
須
賀
雅
則
氏
が
「
い
じ
め
は
自
衛
隊
で
は
深
刻
な
問
題

で
、
自
分
の
在
籍
時
に
も
自
殺
者
は
出
て
い
た
」
「
（
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
は
）
管
理
責
任
に
直
結
す
る
。
階
級
社
会
の
自

衛
隊
で
は
上
司
が
処
分
を
嫌
い
、
上
層
部
に
報
告
す
る
際
に
（
原
因
特
定
を
）
う
や
む
や
に
済
ま
せ
る
傾
向
が
あ
っ
た
」
と

指
摘
す
る
記
述
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
防
衛
省
は
「
防
衛
省
と
し
て
、
御
指
摘
の
記
事
で
言
及
さ
れ

て
い
る
事
実
に
つ
い
て
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
そ
の
内
容
は
抽
象
的
で
も
あ
り
、
更
な
る
確
認
も
困
難
で
あ

る
。
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
で
は
五
の
三
百
八
十
三
件
の
「
私
的
制
裁
」
、
「
障
害
又
は
暴
行
脅
迫
」
を
い
じ
め
と
す
る

三



と
、
そ
の
中
で
須
賀
氏
が
指
摘
す
る
様
な
、
私
的
制
裁
、
障
害
又
は
暴
行
脅
迫
を
行
っ
た
者
の
直
属
の
上
司
が
処
分
を
恐

れ
、
上
層
部
に
対
し
て
正
確
な
報
告
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
は
あ
る
か
。

九

現
在
防
衛
省
は
、
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
へ
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
を
図
る
上
で
、
株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
随
意

契
約
を
締
結
し
て
い
る
と
承
知
す
る
。
株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
対
し
て
、
昨
年
十
二
月
二
十
八
日
の
政
府
答
弁
書

（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
三
四
四
号
）
に
よ
る
と
、
平
成
十
六
年
度
に
お
い
て
は
防
衛
省
か
ら
約
八
十
万
円
、
防
衛
省
共
済
組

合
か
ら
約
二
千
五
百
万
円
が
、
平
成
十
七
年
度
、
十
八
年
度
及
び
十
九
年
度
は
、
防
衛
省
共
済
組
合
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
約
五
千

万
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、
平
成
二
十
年
度
は
株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
対
し
て

ど
れ
だ
け
の
金
額
が
支
払
わ
れ
て
い
る
か
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

十

防
衛
省
は
株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
つ
ま
で
の
随
意
契
約
を
締
結
し
て
い
る
か
。

十
一

株
式
会
社
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
、
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
自
殺
防
止
を
図
る
上
で
真
に
有
益
で
効
果
の
あ
る
、
九

の
金
額
を
支
払
う
に
足
る
組
織
で
あ
る
と
防
衛
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。
し
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
根
拠
を
説
明
さ
れ
た

い
。

十
二

長
崎
県
佐
世
保
市
の
相
浦
駐
屯
地
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
特
殊
部
隊
」
の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
は
あ

四



る
か
。

十
三

相
浦
駐
屯
地
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
が
、
訓
練
か
ら
逃
亡
し
、
現
在
も
行
方
不
明
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

十
四

過
去
五
年
間
、
相
浦
駐
屯
地
で
訓
練
を
受
け
て
い
た
、
ま
た
は
勤
務
を
し
て
い
た
自
衛
官
・
防
衛
省
職
員
の
中
か
ら
自

殺
者
は
出
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

五


